
別紙５ 取水ポンプの更新ステップ 

１．取水ポンプの更新ステップ 

・STEP１（連結前） 

 新甲系向け導水管φ800 を直近まで布設 

 甲系向け導水元弁（以下 VA）を設置 

 既設φ600 の連結箇所付近の堀上作業 

・STEP2（切取連結） 

 V20 閉→川側着水井・混和池で運用 

 既設φ600 と導水管φ600 を連結 

 切取連結完了（作業期間１日程度） 

 V20 開、VA 閉→旧甲系通常運用再開 

・STEP3（ポンプ更新） 

 甲系 1～4 号取水ポンプを順次更新 

 （１台あたり作業時間 1～1.5 か月） 

 試運転の導水先は旧甲系着水井 

・STEP4（新甲系竣工、試運転期間） 

V20、V19 閉 

 VA 開 

 →甲系 1号取水ポンプによる新甲系へ導水 

 ※新甲系の試験堪水は石井手（小野）からの導水をメインとする。 

・STEP5（乙系耐震化工事） 

V20、V19 閉 

→甲系 2～4 号取水ポンプにて川側着水井へ導水し、旧甲系を運用（2～3年程度） 

 

２．ポンプ能力 

甲系１号取水ポンプ：φ400×23.0 ㎥/分×10.0ｍ×55kW 

甲系 2号取水ポンプ：φ350×15.5 ㎥/分×10.0ｍ×45kW 

甲系 3号取水ポンプ：φ350×15.5 ㎥/分×10.0ｍ×45kW 

甲系 4号取水ポンプ：φ500×31.0 ㎥/分×10.0ｍ×70kW 

 

乙系 1号取水ポンプ：φ400×23.0 ㎥/分×32.0ｍ×170kW 

乙系 2号取水ポンプ：φ500×28.0 ㎥/分×31.3ｍ×200kW 
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・新甲系向け導水管φ800を直近まで布設
・甲系向け導水元弁（以下VA）を設置
・既設φ600の連結箇所付近の堀上作業

ＳＴＥＰ１（連結前）
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18 甲系着水井流入元弁（川側）
　　φ600

VA 新甲系向け導水元弁

   φ600

新甲系向け導水管 φ800

19 甲系着水井流入元弁（山側）
　　φ600

ＳＴＥＰ２（切取連結）

・V20閉→川側着水井・混和池で運用
・既設φ600と導水管φ600を連結
・切取連結完了（作業期間１日程度）
・V20開、VA閉→旧甲系通常運用再開
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新甲系向け導水管 φ800

19 甲系着水井流入元弁（山側）
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・甲系1～4号取水ポンプを順次更新
（１台あたり作業時間1～1.5か月）
・試運転の導水先は旧甲系着水井

ＳＴＥＰ３（ポンプ更新）
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ＳＴＥＰ４（新甲系竣工、試運転期間）

・V20、V19閉
・VA開→甲系1号取水ポンプによる新甲系へ導水
　※新甲系の試験堪水は石井手（小野）からの導水をメインとする。
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ＳＴＥＰ５（乙系耐震化工事）

V20、V19閉
→甲系2～4号取水ポンプにて川側着水井へ導水し、旧甲系を運用（2～3年程度）
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<凡例>

参考平面図(導水管ルート及び既存２号共同溝一部更新)
※本図はあくまで参考であり、導水管については事業者提案とする。

※更新部分（既存２号共同溝）等の形状は、局が令和８年度に工事をするため変更になる場合がある。

フロック形成池オーバー管DIPφ300（一部R8工事）
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※本図はあくまで参考であり、導水管については事業者提案とする。
参考断面図(導水管ルート及び既存２号共同溝一部更新)

<凡例>

排水系配管

電気ケーブル

導水・浄水系配管

※更新部分（既存２号共同溝）等の形状は、局が令和８年度に工事をするため変更になる場合がある。


